
 

 住宅内での健康問題への関心から、安定した湿度環

境を作り出すために、吸放湿性のある内装材を使いた

いという要望が高まっています。材料評価としては、

2002 年に JIS による試験方法が定められましたが、

様々な室内環境下において、調湿建材を使用する効果

や設計方法については未だに明らかではありません。

本研究は、吸放湿性のある材料の物性から、極端な

湿度変化の緩和や結露防止などの室内環境調整のた

めに求められる品質を検討し、材料開発に役立てるこ

と、特に北海道のような寒冷地の気候を考慮し、材料

の性能に応じた効果的な利用ができるよう、設計手法

を提示することを目的とします。 

 本研究では、吸放湿性を有する材料の水分容量や移

動速度等の物性測定、室内環境への使用を模した調湿

効果の検証実験、種々の解析条件（建物モデル、世帯

構成、生活パターン等）を入力して実住宅における調

湿効果を推測するシミュレーションを実施して、吸放

湿材料利用の効果を検証します。（図１）。 

 本年度は、数種類の市販の内装材・内装下地材を対

象に、平衡含水率（図２）、透湿率、熱伝導率等の測

定、JIS A 1470-1 に準じた吸放湿性の試験を順次

行っています。内装下地材には数種のクロス材を貼

り、表面仕上げの影響も検討しています（図３）。 

また、調湿性に関する既往の情報を収集・整理し、

簡易なシミュレーションモデルを作成し、吸放湿材の

有無や加湿時間、換気量等の各要因が室内湿度や結露

量に与える影響を検討しました（図 4）。 

 本年度は湿気に関する材料物性値を測定する機器を整備し、数種の材料について測定を行いまし

た。今後も引き続き測定を行い、データベースを構築していきます。シミュレーションの結果からは、

吸放湿材の有無だけではなく、換気や加湿等の住まい方が室内湿度に大きな影響を与えること、加湿

量によって同じ住宅でも過乾燥と結露という逆の問題が生じることなどが明らかになってきました。

来年度はさらに計算精度を高め、吸放湿材の材料物性値の違いによる室内湿度への影響を把握して

いきます。最終的には、建築技術者が調湿材料を用いた設計を行う際に活用できる設計手法を提示す

るとともに、住まい方など居住者への情報も提供していきます。 
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・既往の研究整理 

・環境・住まい方を考慮

した設計手法提示 

図１ 研究内容 

図２ 平衡含水率測定の様子 図３ クロスを貼った試料 

■単室モデルでの室内湿度検討 

・地域：札幌 

・対象室：寝室想定、８畳 

・在室人員：2 人(23:00～6:00) 

①吸放湿材の有無の影響 

②加湿時間の影響 

③換気回数の影響 
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②吸放湿なし・人＋加湿A
⑤吸放湿あり・人＋加湿A
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④吸放湿あり・人のみ

⑤吸放湿あり・人＋加湿A
⑥吸放湿あり・人＋加湿B
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図４ シミュレーション結果の例 
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